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はじめに

2026年８月４日にインターメディア

テクにおいて、「東大教室2026夏」の一

環として「ネアンデルタール人の石器、

ホモ・サピエンスの石器」を開催した。

このワークショップでは、参加者が実際

の石器標本を手に取って観察する機会を

設けた（図１）。そこで用いた石器は東

京大学による遺跡調査によって得られた

標本であり、一部は常設展でも見ること

ができる。ここではそれらの解説を行い

ながら、標本が得られた経緯となった研

究について紹介する。

東京大学によるネアンデルタール人の遺

跡調査

上記ワークショップで観察したネアン

デルタール人の石器は、東京大学の調査

隊が西アジアのアムッド洞窟で発掘した

５万～６万年前のネアンデルタール人骨

に伴って出土した標本である（図２上

段）。ネアンデルタール人とは、すでに

絶滅した古代型人類の一種である。約

　

東大教室 2026 夏「ネアンデルタール人の石器、
ホモ・サピエンスの石器」で用いた石器標本
門脇誠二

30万年前までにヨーロッパで出現し、

その後、西アジアや中央アジア、南シベ

リアへと生息域を広げたが、約4万年前

までに姿を消してしまった。ネアンデル

タール人と同時代に、私達ホモ・サピエ

ンス（現生人類）の祖先はアフリカや西

アジアにいて、両者のあいだに交雑が

あったということも一般に広く知られる

ようになった。

国際的に進められるネアンデルタール

人の研究に東京大学は「西アジア洪積世

人類遺跡調査」を通して長年にわたり貢

献をしてきた。最初の調査がイスラエ

ルのアムッド洞窟であった。1961年と

1964年の発掘調査では、ネアンデルター

ル人成人男性のほぼ完全な全身骨格が発

見された。続いてシリアのドゥアラ洞窟

（1970 ～ 1984年）やレバノンのケウエ

洞窟（1970年）が調査され、人骨化石

は出土しなかったものの、当時の人類の

生活痕跡が発見され、中部旧石器文化に

関する重要な知見が得られた。

さらに1987年に発見されたシリアの

デデリエ洞窟では、1989 ～ 2011年の

発掘で３体のネアンデルタール人幼児全

身骨格を含む多数の人骨化石が出土し、

約30万年にわたる堆積層から豊富な研

究資料が得られた。近年、調査対象地域

は中央アジアやコーカサス地方へと拡大

し、ネアンデルタール人の時空分布や石

器の多様性に関する解明が進展している。

この一連の調査により、国際的にも重

要性の高いネアンデルタール人の化石

データに加え、当時の環境、石器、動植

物遺存体などの一次資料が蓄積された。

これにより本館には、人類および文化の

進化研究を支える貴重な資料基盤が整備

されており、研究だけでなく学生教育や

展示などにも活用されている。

ネアンデルタール人の石器の見どころ

今回の「東大教室」で用いた石器の一

部は、本館２階常設展の「海外学術調査」

コーナーで見ることができる。そこには、

アムッド洞窟およびデデリエ洞窟出土の

ネアンデルタール人骨レプリカのほか、

一緒に出土した石器の実物が展示されて

いる。ガラスケース越しであっても、展

示されている石器を横から観察すると、

その縁辺が鋭い刃になっていることが見

て取れる。この鋭利な刃こそが、動物の

狩猟や解体に用いられた道具の機能部分

である。この刃は岩石を打ち割り作られ

るが、適した岩石の選定が不可欠となる。

鋭い刃を生み出すのは、ガラスに似た

性質を持つ岩石である。代表例には黒曜

石が挙げられるが、西アジアの旧石器文

化ではチャートやフリントと呼ばれる岩

石が用いられた。これらはきわめて微細

な粒子で構成されており、滑らかな剥離図１　「東大教室」にて石器を手に取って観察する参加者．
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面になる。すなわち打製石器とは、ガラ

スが割れた際に鋭利な破片が生じるのと

同様の原理で製作されているのである。

一方で、単なるガラスの破片と決定的

に異なるのは、その形態が整っているこ

とである。石器を上面から見ると、先端

が鋭利な三角形や、縦長で縁辺が直線的

なナイフ状をなしている。これらの形は

偶然の結果ではなく、狙った形状の石器

が剥離されるよう意図して製作されたも

のである。

このような意図的な剥離を行うには、

打ち割る前の岩石（石核）をあらかじめ

成形し、狙う形状に応じた起伏を表面に

作出しておかねばならない。この計画的

な石器製作技術が「ルヴァロワ方式」と

呼ばれている。

ヨルダンの遺跡調査で採取されたホモ・

サピエンスの石器

ワークショップではさらに、アムッド

洞窟と同じ西アジアの旧石器時代のもの

で、筆者がヨルダンでの遺跡調査で採取

したホモ・サピエンスの石器も手に取っ

て観察してもらった（図２下段）。これ

はネアンデルタール人の絶滅期に、ホ

モ・サピエンス集団のみに普及した小型

の石刃（小石刃）である。石刃とは、長

さが幅の2倍以上ある細長い石器形態の

分類名である。両側縁が平行で、全体と

して長方形のような形である。石刃の中

でも、小型のもの（幅＜12 mm、長さ

＜50 mm）が小石刃と呼ばれている。

小石刃は小さく薄いため、頑丈なル

ヴァロワ石器に比べると一見「頼りない」

印象を与える。しかし、製作と使用の双

方において明確な利点が存在した。製作

面では、小さな岩石片からでも加工が可

能である。また、石材を細かく分割して

製作するため、大型石器に比べて同じ石

材量からより長い刃渡りを得ることがで

き、石材資源をきわめて効率的に消費で

きた。使用面では、規格化された小型カ

ミソリのような形状のため、柄に複数の

小石刃を装着して組み合わせ道具とした

り、遠距離狩猟に用いる射的具の先端部

などとして使われたと考えられている。

なお、これらのヨルダンの小石刃は展

示されていないが、類似の小型石器を本

館１階の常設展「学術標本の現在（環境

と生物コーナー）」で見ることができる。

これはシリアのデデリエ洞窟から発掘さ

れたものであり、ネアンデルタール人骨

が発見された層よりも上層にある、ホモ・

サピエンスの居住層から出土した。旧石

器時代終末期（約１万3000年前）のナ

トゥーフ文化期における植物刈り取り用

の鎌刃であり、柄に隙間なく並べて刃部

が滑らかに続くよう、均一な形に整えら

れている。

現在進行中のヨルダンの遺跡調査で

は、こうした小型石器の起源の解明を目

的としている（図３）。実は、ホモ・サ

ピエンスは最初から小石刃を用いていた

のではなく、ネアンデルタール人と同時

代にはルヴァロワ方式の石器を20万年

以上ものあいだ用いていたのである。そ

の後、５万～４万年前のあいだに石刃や

小石刃の技術が発達した。そして、ちょ

うどこの頃にホモ・サピエンスはユーラ

シアに広く拡散し、拡散先にいたネアン

デルタール人が絶滅したのである。この

時に一体何が起きていたのか。この国際

的にも大きな研究課題に対して、当時の

環境や文化変化プロセスの解明を目指

し、西アジアでの旧石器遺跡の調査をこ

れからも続ける予定である。
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図２　「東大教室」で観察したネアンデルタール人の石器（上段）とホモ・サピエンスの石器（下段）．
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IMTに展示されている石器標本

「東大教室」では、イベント会場となっ

たインターメディアテク内に展示されて

いる石器の紹介も行った。「ギメ・ルー

ム － 驚異の小部屋」の一角には、幾つ

かの箱の中に並べられたたくさんの石鏃

がある（図４左）。これらは、東京大学

理学部初代動物学教授のE.S.モースの計

らいで米国ピーボディ博物館から寄贈さ

れたものである。モースの発案で神田一

ツ橋に設立された「理学部博物場」での

展示が意図されていたとされ、その学史

的経緯の重要性から、あえて箱に入った

まま展示されている。

また、上階の各所には縄文時代の磨製

石斧が展示されている（図４右）。打製

石器との違いは、研磨の有無だけでなく

使用されている石材にもある。叩きつけ

て使う斧にガラス質の岩石を使うと割れ

やすいため、磨製石斧には割れにくい変

成岩が用いられることが多い。こうした

石材は剥離しにくいため「敲打（こうだ）」

と呼ばれるコツコツ叩く技法で成形され

る。基部（刃の反対側）に多く残る敲打

の窪みは、表面をあえて荒くすることで

柄に固着させるための工夫とも考えられ

る。ぜひ館内で探してみてほしい。

（本館教授／先史学・西アジア考古学）
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図４　インターメディアテクに展示されている石器の一部．「ギメ・ルーム－驚異の小部屋」に展示さ

れているアメリカの石鏃（左），および上階に展示されている縄文時代の磨製石斧（右）．

図３　「東大教室」で用いたホモ・サピエンスの小型石器が採取されたトール・ハマル遺跡（ヨルダン）．

中央の岩陰の下で発掘が行われている．ラクダを借りて発掘機材を運搬した．
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東京帝国大学工学部建築学科の教授で

あった藤島亥治郎（1899〜 2002）は、

1929年から前任の教授である関野貞か

ら建築史教授を引き継ぎ、日本、朝鮮、

中国などの古建築を中心に仏教建築の石

塔などの文化財を調査研究し、文化財保

護に努めていた。それらが集約された膨

大な研究資料が2020〜 2022年度にか

けて東京大学総合研究博物館に寄贈さ

れた。寄贈に関する内容は既に2023年

『Ouroboros』Volume27 Number23

にて寄贈者（藤島幸彦氏）により紹介さ

れている。

小石川分館では2020年に寄贈を受け

てから「藤島亥治郎コレクション」の

アーカイブを本格的に構築し始めたのは

2022年度からである。書籍・写真・図面・

拓本・原稿などの膨大な研究資料のうち、

様々な国や多岐にわたる資料から優先順

位を決めるにあたり、以下の点がポイン

トになった。藤島亥治郎は戦前に朝鮮総

督府京城高等工業学校助教授から教授

を務め（1923〜 25）、朝鮮総督府技師

（1924〜 45）を兼任しながら朝鮮建築

史、特に仏教建築の調査・研究を行った

こと、このバックグラウンドは学位論文

に繋がり、「朝鮮建築史論 ―特に慶州郡

を中心とする新羅時代の仏教建築に就い

て―」（1933年）を書き上げたことから、

朝鮮関係の資料を優先的にアーカイブ構

築することに決めた。2022年から始まっ

たアーカイブ構築は、「写真、図面、拓本、

文書」と分類した。膨大な研究資料のた

めに整理の完成が見込めないものの、「図

面、拓本」については「図面箱」の中に

拓本を含めて公開している。2026年度

は重要とされている韓国文化財修理関係

の図面や古瓦の拓本などのアーカイブが

構築でき、公開する予定である。

　

藤島亥治郎コレクション
―図面を中心としたデータベース公開―
金　銀眞

「図面箱」のうち朝鮮関係の図面（685件）

について

図面からみると高句麗・百済時代の古

墳の修理図面、新羅・統一新羅時代は仏

教建築関係であり、主に建造物修理の青

焼き図面と藤島亥治郎が作成した石塔実

測図などである（図１）。さらに、統一

新羅の図面は200件以上で、最も多く残

されている。その理由としては前述した

藤島亥治郎の学位論文テーマとして統一

新羅時代が研究の中核であったことが表

れているとみられる。その次に多くある

のが、朝鮮王朝時代の建造物修理図面で

あり、ソウルを中心とする王宮の建物、

その他の地域には旧都城・仏教建築など

である。これらは藤島亥治郎が朝鮮総督

府の保存会委員であったことと関連して

いることが読みとれる。

図面資料の中で特に北朝鮮の平壌に残

されている城門・城塁である大同門・普

通門・練光亭、開城の満月台などがデー

タベースに含まれており、大同門の復原

横断面図もその一例である（図２）。さ

らに、黄海北道沙里院にある成仏寺極楽

殿の保存修理の際に採った拓本が23枚

と手紙２枚が残されている（図３）。韓

国国立中央博物館にも同様の拓本が保存

されているが、藤島亥治郎コレクション

のみにある拓本が含まれている。戦前

に「成仏寺の極楽殿と応真殿」の修理が

ウロボロス Volume 31 Number 1

データベース

図１　義城郡舟村面観徳洞廃寺・三重石塔実測図（藤島亥治

郎実測，統一新羅時代，所在地：慶尚北道，整理番号：DR_

KR1_24_06）．塔身部に飛天像及び四天王像の浮彫された特徴が

ある統一新羅の石塔であり，実測図にその特徴が表れている．
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行われたものの、応真殿は多くの資料が

残っており、極楽殿は少ない。しかし、

藤島亥治郎コレクションに含まれていた

その手紙により当時の担当者が拓本の採

取を失念したという事実が判明した。北

朝鮮に所在している文化財保護建造物の

保存修理図面は自由に調査ができない現

状を踏まえると貴重な資料である。

「図面箱」のうち拓本（865件）につい

て

2022年に追加寄贈された研究資料群

の一つの固まりとして茶色の紙に包まれ

た拓本であった。時代や寺院ごとに分類

されておらず、薄い和紙で採った拓本が

相当数あり、朝鮮関係のみで現在リスト

を作成して865件であることが把握でき

た。これら拓本はほとんどが古瓦であり、

塼（せん）、その他梵鐘などもある。

古瓦と一部の塼は古い時代から分類す

ると、楽浪（27件）・高句麗（64件）・

百済（36件）・統一新羅（696件）・高麗

（20件）・朝鮮（16件）、その他時代不明

が一部ある。

その古瓦の種別としては、軒丸瓦（446

件）・軒平瓦（188件）・銘入り瓦（108

件）・塼（63件）・鬼瓦（９件）がある。

この中で慶州を中心とする統一新羅時代

の主要遺跡が最多件数であったことは、

慶州が藤島亥治郎の主な研究対象の地域

であったことが理由とみられ、四天王寺

の軒丸瓦の拓本などがその代表例として

挙げられる（図４）。

藤島幸彦氏から2023年１月に２回目

の藤島亥治郎コレクションの寄贈を受け

たことについて改めて感謝申し上げま

す。また、本稿でご紹介した成果の一部

は、秋元氏からの2025年度からのご寄

付にも支えられたものです。ご厚意に、

深く感謝いたします。

（小石川分館学術専門職員／建築史学）
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図４　四天王寺の軒丸瓦（統一新羅，所在地：慶尚北道慶州，整理番号：

CO_KR1_58_03）．新羅が三国を統一した後，最初に国家として建立した寺

院が「四天王寺」であり，藤島亥治郎の主たる研究対象の一つである．

図３　成仏寺極楽殿・妻下部の蟇股（朝鮮時代，所在地：黄海

北道沙里院市，整理番号：DR_KR5_66_10）．1933年に「朝鮮宝

物古蹟名勝天然記念物保存令」が発令された後，文化財の保存

修理が行われた事例の一つである．建造物の解体修理を行う際

に採った拓本であるため，部材ごとの形状が確認できる．

図２　平壌大同門・修復横断面図（朝鮮時代，所在地：

平壌，整理番号：DR_KR3_62_13）．平壌城の東門で当該

資料の中には修復前の実測図も含まれており，修復前後

二つの図面の比較から，城塁の一部部材の撤去と階段の

設置により人の出入りを容易にしたこと及び大門のアー

チ上部の修復を行ったことが分かる．
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　東京大学総合研究博物館では、博物館

等で専門的業務に携わる学芸員やそれに

準ずる者を対象として、リカレント教育

事業「学芸員専修コース」を毎年実施し

ている。令和７年度は、2025年11月10

日〜 14日の５日間、「実物と映像の調和 

－昆虫標本を用いた共同制作展示－」を

テーマとして開催し、全国各地の博物館

等から13名が参加した。筆者らは担当

教員として研修プログラムを企画すると

共に、共同企画展示の制作指揮に携わっ

た。

　今回のコースで中心的な課題としたの

は、博物館が所蔵する「実物」の学術標

本と、近年急速に発展している「デジタ

ル」の映像技術をどのように組み合わせ、

新たな展示表現へと発展させるかという

点である。実物標本・資料が展示や研究

の根幹をなす一方、デジタル技術によっ

て、展示ケース内の標本・資料を映像上

で拡大したり、様々な角度から観察する

ことも容易になりつつある。

　特に昆虫標本は比較的小さく、翅裏の

斑紋や鱗粉、体表の微細構造などを展示

ケース越しに十分観察することが難し

い。一方、実物標本が持つ質感や色彩、「本

物」としての存在感は映像だけでは代替

できない。そこで本コースでは、デジタ

ル技術によって実物を置き換えるのでは

なく、実物標本の価値や情報をより効果

的に伝えるために映像をどう活用できる

のか、両者の「調和」を参加者と共に考

えることを目標とした。

　研修では、展示デザインや映像デザイ

ンを専門とする講師陣による講義と実習

を行った。また、スマートフォンを用い

て多方向から撮影した画像を基に三次元

形状を復元するフォトグラメトリについ

ても実習し、昆虫標本の撮影から3Dモ

　

Insect Nets 
―実物とデジタルが語る東大 150 年の軌跡―
矢後勝也 1・佐々木猛智 2

デルの作成、展示映像への活用までを体

験した。所属館でも応用可能な方法を意

識したことも本研修の特徴であった。さ

らに、学術標本の収集、整理、研究、保

管について理解するため、動物、植物、

鉱物、古生物の収蔵庫を対象としたバッ

クヤード研修も実施した。

　本コースの大きな目的は、講義や実習

だけでなく、13名の参加者自身が一つ

の展示を企画し、完成させることにあっ

た。参加者には研修開始前から展示企画

を検討してもらい、期間中にはアイデア

を持ち寄って議論を重ねた。専門分野や

所属機関、展示経験が異なる参加者が、

限られた時間でテーマや標本を選び、一

つの物語として構成することは容易では

なかった。しかし、この試行錯誤を伴う

共同制作こそが、通常の講義では得られ

ない実践的な学びとなる。

　こうした議論から生まれた展示が、

「Insect Nets －実物とデジタルが語る

東大150年の軌跡－」である（図１）。

本展示では、東京大学総合研究博物館に

コレクションが所蔵されている４人の昆

虫学者、佐々木忠次郎、加藤正世、五十

嵐邁、尾本惠市を取り上げ、彼らの研究

活動と昆虫標本を通して昆虫の魅力を伝

えると共に、明治期から現在へと続く東

京大学の昆虫学の歩みも紹介した。

　佐々木忠次郎は東京大学における初期

の昆虫学研究・教育を担い、養蚕や応用

昆虫学の発展に寄与した。加藤正世はセ

ミ類をはじめとする昆虫研究とその普及

に尽力し、膨大な標本を残した。五十嵐

邁はチョウ類の生活史研究を世界各地で

展開し、標本や幼生期描画を含む学術的

価値の高いコレクションを形成した。そ

して、尾本惠市は分子進化学的な視点か

ら、ウスバシロチョウ亜科などを材料と

して系統や生物地理を追究した。また、

筆者の一人・矢後が80年ぶりの再発見

に関わり、ブータン国王陛下から贈呈さ

れた幻の大チョウ・ブータンシボリアゲ

ハの標本も期間限定で公開した。それぞ

れ異なる時期に形づくられ、東京大学総

合研究博物館に収められたコレクション

は、明治から今日に至る150年の昆虫学

の歴史を物語っている。そこに残された

多彩な色彩や精緻な形態は、時代を超え

て昆虫の魅力を今なお鮮やかに伝えてい

る。これらを「タイムカプセル」として

保存し、その学術的価値と魅力を未来へ

ウロボロス Volume 31 Number 1

学芸員専修コース共同企画展示

図１　東京大学総合研究博物館令和７年度学芸員専修コース共同企画展

示「Insect Nets －実物とデジタルが語る東大150年の軌跡－」の会場．

会期：2025年11月～ 2026年１月．
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伝えていく意志は変わらない。

　展示タイトルの「Insect Nets」には、

複数の意味が込められている。昆虫学

者が野外調査で用いる捕虫網（insect 

net）は、昆虫を採集し、標本として未

来へ残すための道具である。そして長年

にわたり蓄積された標本は、研究者と研

究者、過去と現在、世界各地のフィール

ドと博物館を結ぶ学術的なネットワーク

を形成する。さらに、実物標本からデジ

タルデータを生み出し、新たな展示表現

へ繋げる情報ネットワークという意味も

重ね、「Insect Nets」と名付けられた。

　展示空間では、４人の研究者に関わる

昆虫標本と、デジタル技術を用いた映像

表現を組み合わせた。来館者は実物標本

と対面し、さらに3D化された標本をタ

ブレット上で拡大、回転させることで、

展示ケース越しでは捉えにくい特徴の観

察を可能とした（図２）。加えて、ブー

タンシボリアゲハ標本も3D化し、裸眼

立体視対応の3Dタブレットを導入して、

専用メガネ等を用いずに標本が画面から

浮き上がって見える奥行き感を体験でき

る展示も行った。実物とデジタルを対立

させるのではなく、両者を相互に補完さ

せ、「本物を見ること」と「デジタルに

より新たな見方を得ること」を一連の体

験として提示した点が、本展示の特徴と

なった。

　わずか５日間で、企画、資料調査、標

本選定、解説文作成、デザイン、映像制

作、展示設営までを行うことは大きな挑

戦であった。作業中に生じる問題につい

て、その都度参加者同士で意見を出し合

い、修正を重ねながら展示へとまとめ上

げた。最終日の11月14日には展示を完

成させ、館内の教員や関係者に公開して

講評を受けた。

　完成した「Insect Nets」は、「令和７

年度学芸員専修コース共同企画展示」お

よび「東京大学150周年・総合研究博物

館30周年記念イベント」として、2025

年11月17日から2026年１月30日まで

総合研究博物館本館で一般公開された。

リカレント教育の成果が展示として結実

し、多くの来館者の目に触れたことも、

本企画の大きな意義であろう。

　今回の取り組みでは、完成した展示と

同様に、そこに至る共同制作の過程も重

要であった。異なる博物館や専門分野で

活動する学芸員が、東京大学の学術標本

を共通の素材として、それぞれの経験や

技術を持ち寄りながら展示を作り上げ

た。それは実物標本の価値を改めて考え

ると共に、デジタル技術を「何ができる

か」だけでなく、「何のために使うのか」

という視点から考える機会にもなった。

デジタル化が急速に進展する現在も、博

物館における実物資料の意義は変わらな

い。一方、デジタル技術は、実物標本が

内包する情報を引き出し、その魅力や学

術的価値を広く伝える有効な手段とな

る。重要なのは、各々の特性を理解し、

目的に応じて実物とデジタルを結びつけ

ることである。

　「Insect Nets」には、前述の捕虫網や、

標本を介して過去と現在を結ぶネット、

世界各地の研究と東京大学を結ぶネッ

ト、実物とデジタルを結ぶネットに加え、

この研修で形成された学芸員同士の人的

ネットワークという意味も重ねられる。

今回生まれた経験と繋がりが各地の博物

館へ持ち帰られ、新たな展示や教育活動

へと発展していくことを期待したい。本

コースと「Insect Nets」は、東京大学

150年の学術の歩みを振り返ると共に、

蓄積された実物資料を新しい技術によっ

て未来へどう繋いでいくのか、その可能

性を探る一つの実践と言える。

　末文ながら、本学芸員専修コースなら

びに共同企画展示の実施・制作にあたり、

本展示を共同で作り上げた受講者の谷尾 

崇（リーダー）、半田宏伸（サブリーダー）、

後藤朋美、沈 宗諭、申 亜凡、竹内健心、

塚田小扶里、辻 泰岳、細田 航、牧田 習、

山本理香、渡辺修二の各氏には、企画立

案から展示制作に至るまで熱意をもって

取り組んで頂いた。講師や講評としてご

指導頂いた遠藤秀紀、洪 恒夫、関岡裕之、

吉田真司、橋本憲明、池田 博、三河内 

岳の各先生方には、講義・実習ならびに

展示制作を通じて専門的なご指導と貴重

なご助言を賜った。さらに、展示制作に

ご協力頂いた伊藤（紙屋）勇人、勝山礼

一朗、小見山知佳の各氏をはじめ、本コー

スならびに展示の実施にご尽力頂いた東

京大学総合研究博物館の教職員および関

係者の皆様に、この場を借りて厚く御礼

申し上げる。

（
1
本館講師／昆虫自然史学・保全生物学、

  2
本館准教授／動物分類学・古生物学）

Ouroboros

ウロボロス Volume 31 Number 1

図２　共同企画展示「Insect Nets」でのタブレットによるタガメの映像展示

と実物標本の展示．実物標本では見られない角度がタッチ操作で可視化できる．
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気候変動で世界のチョウが大移動 ―各国に蓄積された
自然史情報から見えてきた世界規模の分布変化―
矢後勝也

はじめに

　近年、地球規模で進行する気候変動は、

生物の生息環境を急速に変化させている。

気温の上昇や降水パターンの変化、さら

に熱波、干ばつ、豪雨などの異常気象に

伴い、多くの生物はより適した環境を求

めて分布域を変化させている。このよう

な分布変化は、気候変動が生態系に及ぼ

す影響を示す明瞭な現象の一つである。

　中でもチョウ類は環境変化に敏感で、

成虫が目立つために分布変化が記録され

やすい。また、多くの種で幼虫の食草や

生息環境がよく知られ、専門研究者だけ

でなく、アマチュア研究者や愛好家に

よって長年にわたり採集・観察記録が蓄

積されてきた。そのため、チョウ類は気

候変動による生物への影響を捉える「早

期警戒指標」として重要な生物群である。

　しかし、世界のチョウ類がどの程度そ

の分布を変化させているのかを明らかに

することは容易ではない。これまでの研

究は欧州や北米など温帯地域に偏り、生

物多様性が高い熱帯地域では情報が不足

していた。また、国際的な研究では英語

論文に情報が偏り、各国の地方誌、博物

館紀要、同好会誌などに蓄積された記録

が十分に活用されてこなかった。

　そこで、豪州モナシュ大学のShawan 

Chowdhuryを中心とする国際研究グ

ループは、英語論文だけでなく、世界各

地の非英語文献や地域研究者の知見を統

合し、チョウ類の分布変化を世界規模で

解析した。筆者も日本語文献の収集・評

価、日本産チョウ類の情報提供および原

稿の検討・編集を担当した。その成果

が2026年８月５日、国際学術誌Nature

の姉妹誌Nature Ecology & Evolution

に“Extensive c l imate- induced 

range shifts in butterflies across the 

globe”として発表（Chowdhury et al .,

2026）されたので、本誌に紹介する。

世界105か国から集められた分布変化

　本研究の特徴は、従来の英語圏中心の

文献調査から踏み出した点にある。研究

グループでは1991年以降に出版された

文献を中心に、日本語を含む15言語か

ら情報を収集した。さらに、文献検索で

は把握できない地域的な知見を補うた

め、49か国68名のチョウ類研究者・専

門家による評価も取り入れた。

　その結果、世界105か国・地域を対

象とした567件の研究と68名の専門家

による評価から、1,758種について計

6,182件の分布変化記録が集積された。

これは現在知られている世界のチョウ類

19,327種の約10％に相当する。収集さ

れた情報を地図上に示すと、分布変化は

欧州や北米だけでなく、チョウ類が生息

するほぼすべての大陸で確認された（図

１）。気候変動に伴う生物分布の再編が、

すでに地球規模で進行していることを示

す結果である。

拡大する種、縮小する種

　解析の結果、分布変化が確認された

1,758種のうち、80％では分布域の拡大

が認められた。一方、27％では分布域

の縮小、22％では標高方向への分布変

化が確認された。これらには、１種で複

数の変化が認められた場合も含まれる。

ウロボロス Volume 31 Number 1

研究紹介

図１　567件の研究および68名の専門家評価に基づく世界のチョウ類の分布変化報

告（n = 6,182）の空間的分布．A ～ E：分布変化の累積報告数を国別（A ～ D）お

よび科別（E）に示す．A：分布変化全体，B：分布拡大，C：分布縮小，D：標高方

向への分布変化，E：各科の分布変化．国別地図（A ～ D）の色は，各国における報

告研究数（専門家評価を含む）を対数スケールで示し，0（白色）は報告がないこと

を表す．各地図右側のヒストグラムは，種ごとの分布変化の累積報告数を示す．
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　温暖化による生物の分布変化という

と、「寒冷な地域を求めて北へ移動する」、

あるいは「より標高の高い場所へ移動す

る」という図式が想像されやすい。しか

し実際には、分布域を拡大する種がある

一方、従来の生息地から姿を消して縮小

する種もあり、同じ種でも地域によって

異なる変化を示す場合がある。さらに、

記録された分布変化の79％、すなわち

約８割が気候変動や異常気象と関連して

いると評価された。気候変動がチョウ類

の生息可能な地域をすでに大きく変化さ

せていることを示す結果である。

世界地図の「空白」が意味するもの

　各国に生息するチョウ類の総種数に対

して、分布変化が確認された種の割合を

比較すると、欧州では割合の高い国が多

い一方、中央アフリカ、東南アジア、

ニューギニア、アマゾン流域などでは割

合の低い国が目立った（図２）。また、

世界各地で分布変化が確認された種を基

準に各国を比較しても、同様の地域差が

認められた。

　しかし、これは「欧州では分布変化が

激しく、熱帯ではあまり変化していない」

ことを意味しているわけではない。欧州

Ouroboros
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図２　各国のチョウ類総種数に対する分布変化種の割合．左上：分布変化全体，右上：分布拡大，左下：分布縮小，右下：

標高方向への分布変化．各図は，各国のチョウ類総種数に対する分布変化種の割合（％）を示し，0％（白色）はデータ

が得られなかったことを表す．欧州の高い割合には，実際の分布変化に加え，長期モニタリングによる検出のしやすさも

反映される一方，多くの熱帯諸国での低い割合はデータ不足による可能性が高い．

図３　学術論文および専門家の知見に基づくチョウ類の分布変化に関連する要因．A：分布変化に関与すると報告された

要因と該当種数．B：大陸別の分布変化要因の割合．「Threats（%）」は，各大陸において各要因が報告された割合を示す．

Agriculture：農業・水産養殖，Climate：気候変動および異常気象，Development：住宅・商業開発，Energy：エネルギー開発・

鉱業，Intrusion：人間活動による攪乱，Invasive：外来種およびその他の問題となる生物・遺伝子・疾病，Modifications：

自然環境の改変，Resource use：生物資源の利用，Transportation：交通・輸送インフラ．
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では長期的なモニタリングが充実してい

るために変化を検出しやすいのに対し、

熱帯地域では継続的な調査や過去の記録

が十分ではなく、実際には分布が変化し

ていても、それを捉えられていない可能

性が高い。世界地図の「空白」は、生物

が変化していない地域というより、私た

ちがその変化を十分に観測できていない

地域なのである。

分布変化をもたらす複合的な要因

　分布変化には気候変動や異常気象が強

く関係していた一方、すべてを気候だけ

で説明できるものではない。農業開発や

土地利用の変化、人間活動による攪乱な

ど、さまざまな要因も関与していた（図

３）。これらが気候変動と複合的に作用

し、チョウ類の分布変化は地域ごとに異

なる様相を示すと考えられる。特に生物

多様性の高い熱帯地域では、複数の圧力

を受けながら、分布変化を把握するため

の情報も不足しており、今後の重点的な

モニタリングが求められる。

各地域に蓄積された自然史情報を世界へ

　本研究が示したもう一つの重要な点

は、各地域で蓄積されてきた自然史情報

の価値である。生物の分布が「変化した」

と判断するには、現在どこに生息してい

るかだけでなく、「以前はどこに生息し

ていたのか」という過去の情報が不可欠

である。その意味で、採集地や採集年月

日の情報を伴う博物館標本は、過去の分

布を示す確かな証拠となる。

　同様に、各国の学会誌や博物館紀要、

同好会誌などに残された記録も重要であ

る。日本では古くから専門家のみならず、

多くのアマチュア研究者や愛好家が全国

各地で調査し、その採集・観察記録を学

会誌や同好会誌などに蓄積してきた。一

つ一つは小さな分布記録でも、長い時間

軸でつなぎ合わせることで、気候変動に

伴う分布拡大や縮小を検証する貴重な

データとなる。

　しかし、こうした地方誌や非英語文献

の多くは国際的な文献データベースに収

録されていない。日本国内ではよく知ら

れた現象でも、日本語でしか報告されて

いなければ世界規模の解析には反映され

にくい。筆者が本研究で担当した日本語

文献の探索・評価は、日本で蓄積されて

きた地域的な知見を世界へ橋渡しする作

業であった。ただし、全種で完璧なデー

タを提供できたわけではない。

　博物館には、標本だけでなく、それに

付随する採集情報、文献、画像、データ

ベースなどを保存し、未来へ継承する役

割がある。さらに、地域の研究者や愛好

家が蓄積した情報を整理・デジタル化し、

国や言語の壁を越えて利用可能にするこ

とは、気候変動下の生物多様性を理解す

る重要な研究基盤となる。博物館や各地

に眠る自然史資料を世界規模の研究へ結

び付けることも、今後ますます重要とな

るであろう。

変化する分布を前提とした保全

　本研究は、気候変動による生物分布の

再編が将来の予測ではなく、すでに進行

している現実であることを示した。今後

は情報の乏しい地域における長期モニタ

リングを拡充するとともに、各地域の研

究者や市民科学、博物館標本、多言語文

献の知見を統合した情報基盤を整備する

必要がある。

　また、現在その種が生息している場所

を守るだけでなく、将来の分布移動を見

据えて生息地間の連結性を確保し、気候

変動下でも比較的安定した環境が維持さ

れる「気候避難地」を保全するなど、変

化する分布を前提とした保全戦略も重要

となる。そして、そのような保全や将来

予測の基盤となるのが、過去から現在に

至る生物分布の記録なのである。

おわりに

　本研究は、世界各地の研究者がそれぞ

れの地域で蓄積してきた情報を持ち寄る

ことで実現した大規模な国際共同研究で

ある。チョウ類という身近な昆虫を通し

て、気候変動が生物の分布をすでに大き

く組み替えつつあること、そしてその変

化を把握できていない地域が世界には数

多く残されていることが明らかになった。

　同時に本研究は、博物館標本、地域文

献、そして研究者や愛好家による日々の

記録が、時間と場所を越えて結びつくこ

とで、地球規模の環境変化を解明する

データとなり得ることを示している。現

在残す一つの標本、一つの観察記録が、

数十年後には予想もしなかった環境変化

を解明する重要な証拠となるかもしれな

い。過去の自然を記録した資料を守り、

現在の自然を記録し続け、それらを未来

へつなぐこと、そこに博物館が気候変動

時代に果たすべき重要な役割の一つがあ

ると考えている。

　末文ながら、本研究を主導されたモナ

シ ュ 大 学 のShawan Chowdhury博 士

には、世界規模のチョウ類の分布変化に

関する研究を企画・推進し、図の使用も

快諾頂いたことに深く感謝申し上げる。

また、本研究の遂行にあたりご尽力を頂

いたフロリダ大学の河原章人博士、責任

著者として研究全体を取りまとめられ

たドイツ統合生物多様性研究センター

のGuy Pe’er博士、ピカルディ・ジュー

ル・ヴェルヌ大学のJonathan Lenoir博

士に厚く御礼申し上げる。さらに、各国

の文献・分布情報を提供し、本研究に参

画されたすべての共同研究者ならびに関

係者にも深謝申し上げる。本研究におけ

る筆者の研究活動の一部はJSPS科研費

（JP25K02031）の助成を受けている。

引用文献

Chowdhury, S. ,  . . . . . . . . . . ,  Yago, M. , 

Yazdandad, H., Yehuda, O. B., Zogra-

fou, K., Bonn, A., Pe’er, G. and Lenoir, 

J., 2026. Extensive climate-induced 

range shifts in butterflies across the 

globe. Nature Ecology & Evolution . 

DOI: 10.1038/s41559-026-03117-y.

（本館講師／昆虫自然史学・保全生物学）
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案内
本館展示
特別展示『自然の技巧－バイオミネラル』

会期：2026年５月18日（月）～９月30

日（水）

休館日：土曜・日曜・祝日

開館時間：10：00 ～ 17：00（入場は

16：30まで）

会場：本郷本館展示場

主催：東京大学総合研究博物館

常設展示『UMUTオープンラボ－太陽

系から人類へ』

会期：2021年11月11日（木）～

休館日：土曜・日曜・祝日

開館時間：10：00 ～ 17：00（入場は

16：30まで）

会場：本郷本館展示場

IMT展示
特別展示『JP IN CONSTRUCTION 2

－写真家鈴木弘之に魅えた東京中央郵便

局』

会期：2026年７月28日（火）〜 10月

４日（日）

会場：GREY CUBE（フォーラム）

主催：東京大学総合研究博物館

特別展示『アヴェス・ヤポニカエ〈12〉

－鷹ノ目』

会期：2026年７月18日（土）〜 10月

18日（日）

会場：STUDIOLO（ストレージ）

主催：東京大学総合研究博物館

特別公開『神々の食物との出会い』

会期：2024年４月17日（水）〜

会場：COLONNADE2（ギャラリー 2）

主催：東京大学総合研究博物館

特別公開『モース日本陶器抄－東京大学

コレクションから』

会期：2023年11月21日（火）〜

会場：MODULE（モデュール）

主催：東京大学総合研究博物館

常設展示『Made in UMUT－東京大学

コレクション』

会期：2023年６月27日（火）〜

会場：COLONNADE 2 COLONNADE 3

主催：東京大学総合研究博物館

常設展示『ギメ・ルーム－驚異の小部屋』

会期：2015年10月２日（金）〜

会場：FIRST SIGHT

主催：東京大学総合研究博物館

スクール・モバイルミュージアム
『ニワトリと人間の間柄』

会期：2026年５月20日（水）〜 10月

５日（月）

開館時間：９：00〜 17：00

休館日：日曜日・祝日

会場：文京区教育センター２階「大学連

携事業室」

主催：東京大学総合研究博物館

共催：文京区教育センター

問い合わせ先：03-5800-2591（文京区

教育センター）

モバイルミュージアム
『日比谷図書文化館 Vol.2』

会期：2026年４月21日（火）〜 2027

年３月31日（水）

会場：日比谷図書文化館３階

主催：東京大学総合研究博物館

特別展示『植物顔－小石川植物園の花木』

会期：2026年５月19日（火）〜８月16

日（日）

会場：小石川植物園内公開温室前

主催：東京大学総合研究博物館＋フィリ

ピン国立博物館

海外モバイル
『Mobile Museum Boxes −“The 

Diversity of Natural History in 

Mindanao”(17)』

会期：2026年２月１日（日）〜

会場：フィリピン・ミンダナオ国立大学

イリガン校

主催：東京大学総合研究博物館＋フィリ

ピン国立博物館＋ミンダナオ国立大学イ

リガン校

学校対象教育実験プログラム
　インターメディアテクでは、学校対象

教育実験プログラム「アカデミック・ア

ドベンチャー」の募集を行っています。

学校行事や授業で当館を訪れる小・中学

生を対象に、大学生ボランティアが「イ

ンターメディエイト」（媒介者）として

一緒に展示物を観察・鑑賞し、自由に対

話する体験を通じて、子どもたちが自ら

の好奇心を拡げ、探求心を深めることの

できる創造的な学術探検の機会を提供い

たします。

募集対象：小・中学校の学校団体（国公

立・私立は問いません）

利用内容：大学生ボランティアが務める

「インターメディエイト」の案内による

対話式展示観覧

利用人数：１団体あたり児童・生徒数４

名から60名程度まで（インターメディ

エイトの参加状況により変わる場合があ

ります）

利用日時：水曜日開館前特別時間枠の約

１時間（実施日は応相談）

入館料・参加費：無料

申込期限：利用希望日の30日前まで

申込みおよび問い合わせ連絡先：050-

5541-8600（ハローダイヤル）

東京大学コレクション未来基金
　本基金は、当館が所蔵する400万点以

上の貴重な学術標本資料群「東京大学コ

レクション」を、維持・発展させるため

に設立いたしました。多大なご支援をい

ただき、心より感謝申し上げます。基金

の趣旨や活動報告は下記ウェブサイトに

掲載してございます。何とぞ、引き続き、

温かいご支援をお願い申し上げます。

　　https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/

pjt146

Ouroboros
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ニュース
本館展示
　本館では、以下の展示を公開いたしま

した。

・2025年10月27日（月）〜 2026年４

月３日（金）

特別展示『奄美 役勝サイト ほか』

IMT展示
　インターメディアテクでは、以下の展

示を行いました。

・2026年４月18日（土）〜７月５日（日） 

特別公開『JP IN CONSTRUCTION－

旧東京中央郵便局からインターメディア

テクまで』

・2025年11月29日（土）〜 2026年３

月29日（日） 特別展示『メテオラプソ

ディ－隕石探査』

IMTイベント
　インターメディアテクでは、以下のイ

ベントを開催いたしました。

・2026年４月４日（土）、５日（日） 東

京･春･音楽祭『桜の街の音楽会』

・2026年６月20日（土） 講演会『旧東

京中央郵便局にみるモダニズムの幕開け』

・2026年６月21日（日） 講演会『知ら

れざる「BIZEN中南米美術館」の歴史

と役割』

　インターメディアテク来館者累計500

万人を記念して以下の参加型創作イベン

トを開催いたしました。

・2026年５月15日（金）～６月６日（土）

記念イベント『砂の時層− Strata

Chronica』

レクチャー・シリーズ『東大教室 2026夏』

・2026年７月31日（金） 「鳥の形にはワ

ケがある」

・2026年８月４日（火） 「ネアンデル

タール人の石器、ホモ・サピエンスの石器」

・2026年８月21日（金） 「南米考古学の

教室」

・2026年８月28日（金） 「ゆっくり感じ

ること、表現すること」

楢葉町×東京大学総合研究博
物館連携ミュージアム
　大地とまちのタイムラインでは、下記

の事項を実施しました。

・2025年８月５日（火）〜 2026年７

月５日（日） 第４回特別企画展『楢葉誌

－木戸川をめぐって』

・道の駅ならは、ならはスカイアリーナ、

楢葉町役場にて展開している『モバイル

ミュージアム in NARAHA』は、2026

年５月26日に展示更新を行いました。

ホラガイ（当館所蔵）、鉄マンガン重石

（同）、墨書土器（楢葉町所蔵）が１年間

で３か所を巡回します。

・池田　博博士（元当館准教授、植物分

類学）による第13回東大教室＠楢葉「植

物の教室：楢葉町の食べられる植物」を

2026年７月25日に開催しました。

スクール・モバイルミュージアム
　文京区教育センターにて、2025年11

月20日（木）〜 2026年３月31日（火）

に『食の貝』を公開いたしました。

小石川分館イベント
　 小 石 川 分 館 で は、 館 外 イ ベ ン ト

『AnnEX Lab.ソトラボ』として、以下

が開催されました。

・第16回『植物顔＠小石川植物園  Faces 

and Flora at Koishikawa Botanical 

Garden』

日 時：2026年 ５ 月22日（ 水 ）16：00

～ 16：30

講師：寺田鮎美（本館特任准教授／芸術

学、博物館学）、鹿野研史（東京大学大

学院理学系研究科附属植物園特任専門員

／植物分類学）

アカデミック・アドベンチャー
　2026年３月１日〜７月31日の間、イ

ンターメディアテクにて開催し、以下の

学校にご参加いただきました。

　麗澤中学・高等学校、浦和明の星女子

中学・高等学校、宮古市立津軽石中学校、

穎明館中学高等学校

連携協定
　総合研究博物館は、佐賀県と「吉野ヶ

里遺跡出土品利活用に関する連携協定」

を2026年３月18日に締結しました。当

館が持つ高度な専門知識、設備、研究力

を生かした共同研究を行い、「魅せる」

収蔵庫に係る基本構想・基本計画を策定

するとともに、大学が行う吉野ヶ里遺跡

出土品の先端的分析研究について、連携

及び協力することを目的としています。

ボランティアのご協力
　本館では、2026年３月１日から2026

年８月31日、下記20名の方々にボラン

ティアとしてご協力いただきました。

　飯干ユミ、梅森佐枝子、金子清子、神

田理子、越　章夫、佐藤れい子、佐々木

智恵、添田禮子、竹内輝子、竹下勝人、

兵頭　勝、舩窪英子、渕上妙子、古川真

由美、細野　剛、水谷浪子、宮崎眞一、

柳清　勉、山田節子、柚木陽子（敬称略）

　インターメディアテクでは、2026年

３月１日から2026年７月31日の間、下

記20名の方々にIMT学生ボランティア

としてご協力いただきました。

　鮎澤詩乃、伊藤あかり、 伊藤萬結、今

村綺希、亀田万葉、近藤芳香、鈴木　旭、

友清比奈子、袴田光平、長谷川智也、藤

井愛梨、森　綾乃、山瀬莉央、横溝広人、

吉田ひかり、吉田美涼、芳野晴臣、李　

牧、渡邊和花、渡部瑶一朗（敬称略）

博物館教職員
　2026年３月31日付けで西秋良宏教

授、池田博准教授、WANG YUAN特任

研究員、青塚圭一特任研究員、松保小夜

子学術専門職員、久米正吾学術専門職員、

鈴木美保学術専門職員、小川やよい技術

補佐員、末久聖子技術補佐員が退職しま

した。同年４月１日付けで門脇誠二教

授、西秋良宏特任教授、廣瀬允人特任研

究員、飛松優特任研究員、中村凱特任研

究員、井上佐知学術専門職員が着任しま

した。事務部では、2026年３月31日付
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けで塚木千紗乃事務補佐員が退職しまし

た。2026年４月１日付けで荒浪航洋一

般職員が他部局に異動、和栗正幸シニア

スタッフ（事務）、赤根久美事務補佐員

が着任しました。同年４月30日付けで

内藤孝雄特任研究員が退職しました。同

年５月１日付けで吉村太郎特任研究員、

亀松太郎特任研究員、古川雅子特任研究

員、吉川創太技術補佐員が着任しました。

同年６月１日付けでYANG QIUYU技

術補佐員が着任しました。同年７月16

日付けで柴田みな技術補佐員、矢口まゆ

み技術補佐員が着任しました。

　現在の博物館のスタッフは以下のとお

りです。

館長
　遠藤　秀紀

研究部
　キュラトリアル・ワーク研究系

　　教　授　遠藤　秀紀

（比較形態学、遺体科学）

　　教　授　海部　陽介

（人類進化学・形態人類学）

　　准教授　佐々木　猛智

（動物分類学、古生物学）

　　講　師　矢後　勝也

（昆虫自然史学、保全生物学）

　博物資源開発研究系

　　教　授　三河内　岳

（惑星物質科学、鉱物学）

　　教　授　門脇　誠二

（先史学、西アジア考古学）

　博物情報メディア研究系

　　准教授　森　洋久（情報工学）

　　助　教　金崎　由布子

（アンデス考古学）

　放射性炭素年代測定室

　　教　授　米田　穣

（年代学、先史人類学）

　　特任助教　SHEN YAFAN

（考古科学）

　　特任研究員　尾嵜　大真

（年代学、宇宙・地球化学）

　　特任研究員　大森　貴之

（年代学、分析化学）

　タンデム加速器分析室

　　教　授　松崎　浩之

（加速器質量分析、同位体地球化学）

　　特任研究員　宮田　佳樹

（考古科学、文化財科学）

　　技術専門職員　土屋　陽子

（加速器質量分析試料調整、分析化学）

　　技術専門職員　徳山　裕憲

（加速器技術、加速器質量分析）

　マクロ先端研究発信グループ

　　特任助教　多田　誠之郎

（古脊椎動物学）

　小石川分館

　　担当教員・助教　金崎　由布子

（アンデス考古学）

ミュージアムテクノロジー寄付研究部門
　担当教員・教授　遠藤　秀紀

（比較形態学、遺体科学）

　客員教授　洪　恒夫（展示デザイン）

　特任准教授　辻　泰岳

（美術史及び建築史)

　客員准教授　吉田　真司

（空間・展示デザイン）

　特任助教　白石　愛（博物資源学）

インターメディアテク寄付研究部門
　IMT館長・特任教授　西秋　良宏

（先史考古学）

　主任・准教授　森　洋久（情報工学）

　特任准教授　関岡　裕之

（博物館デザイン）

　特任准教授　松原　始（動物行動学）

　特任准教授　寺田　鮎美

（文化政策、博物館論）

　特任助教　後藤　朋美

（現代美術、メディア表現）

　特任研究員　中坪　啓人（動物学）

　顧問（名誉教授）　西野　嘉章

（博物館工学、美術史学）

国際デザイン学寄付研究部門
　担当教員・准教授　森　洋久

（情報工学）

特招研究員
　秋篠宮文仁（生き物文化誌学）

　大場　秀章（植物分類学）

　諏訪　元（自然人類学、古人類学）

　田賀井　篤平（鉱物学）

　林　良博（国際動物学）

＊スタッフは2026年８月現在で掲載
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